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Ⅰ .研究の背景及び目的   
	 嚥下障害に対する摂食・嚥下リハビリテーションにおいて物性を調整した食物は重要な役割
を果たしている。嚥下障害患者に対する嚥下食の適否を「かたさ応力・付着性・凝集性」など動
的粘弾性測定による食物物性から定量化することは必ずしも容易ではなく、人の口腔・咽頭感覚
を使った「官能評価」によって食物物性を評価する方が実用的である。過去の「官能評価」と動
的粘弾性測定による食物物性評価とを比較した報告では「付着性・凝集性」が論じられているが、
実際に口腔内で感知できるであろう「かたさ応力」については殆ど議論されていない。本研究で
は、医療及び在宅の現場で口腔咽頭知覚を利用して食物のかたさを評価できるよう、標準化
された官能試験用紙に必要な要素を検討する目的で、先行研究の質問紙に「かたさ応力」
を評価できる項目を更に追加し、実際の介護・調理の現場で官能評価を行う際の問題点に
ついて抽出し、官能評価用紙の作成の検討を行った。 
Ⅱ .方法  
研究１: 官能試験で用いる被験食品の作成 
	 均質浸透法を用いて食物物性が軟化された鶏肉を用いて「軟らかめ」「中間」「硬め」の
３段階のかたさ応力に調整した被検食品を作成した。	  
研究 2：官能試験用紙の作成 
	 官能試験の先行研究を調査し、かたさ応力の評価に適した官能評価用紙を作成した。 
研究 3:官能試験の実施と分析 
	 官能試験の実施の手順は①研究 1 で作成した３種類の被検食品をブラインド下で 1 つず
つ自由な順序で摂取する、②研究２で作成した官能評価用紙に１つの被検食品を摂取する
度に記入する、③パネラー全員の結果をその場でグラフで示し、今回使用した官能試験用
紙の質問の内容結果の偏りについて議論する形式で行った。官能試験結果の分析について
は、官能試験でパネラーに記入してもらった５段階のスコアをもとに Kruscal−Wallis の検
定と Wilcoxon の検定を用いてペアごとのノンラパメトリックの比較を実施した。危険率は
5％とした。 
Ⅲ .結果と考察  
	 質問⑴では「硬め」に関しては明らかに「硬そう」と見た目で判断しているパネラーが
多い傾向がみられた。今後は食物の物性値の違いだけでなく、見た目でわかりやすい試料
の調整も必要な要素と考えられた。質問⑵と質問⑶については「軟らかめ、中間」と「硬
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め」の「かたさ応力」はパネラー全員がほぼ的確に判断していたことから、この質問につ
いては質問としては適切であり、舌・歯を利用した口腔感覚で硬さは判断されることが示
唆された。質問⑷については「軟らかめ、中間」と「硬め」の「かたさ応力」はパネラー
全員がほぼ的確に判断していたが、軟らかめと中間の判別は困難な傾向が見られた。咀嚼
回数や味わい方を規定することが必要と思われる。質問⑸についてはほとんどが硬めは飲
み込みにくいと答えており、質問項目として適切であったと思われる。質問⑹については
硬めは喉の通りを早く感じていない傾向が見られた。逆に「喉を通るのが遅かったですか」
と質問内容を変更して再検討する必要がある。質問⑺については「喉に残る」という表現
の方が適切であるという意見も多く、質問内容を変更して再検討する必要がある。質問⑻
については硬めは口の中に残りやすく感じている傾向があった。「残りましたか」という感
覚を問う「残りやすかったですか」にすることで質問として適切になる可能性がある。質
問⑼については、「軟らかめ、中間、硬め」で差は見られなかった。質問⑺と質問内容が同
じではないかと指摘されたことから質問⑺と質問⑼はまとめて「喉に残る感じはあります
か」という質問にすることにより官能試験で使用できると考えられる。質問⑽については、
「硬め」は食塊形成しにくく口腔内でまとめにくいと判断されており、食物のかたさは口
腔内でのまとめやすさで判断している可能性を示唆していると思われる。質問⑾ではべと
つきの感じ方に差がなかった。「べとつきやすかったですか」という感覚を問う質問にする
ことにより、判断しすくなる可能性があることが考えられた。	  
Ⅳ .結語  
	 本研究では食物の物理的特性である「かたさ応力」を評価するために先行研究をもとに
作成した官能評価用紙を用いて、官能試験で検討する分析型パネルを形成し、口腔で食物
の硬さをどのように感知するか、咽頭での食物の飲み込みやすさをどのように感知するか
の検討を行い、介護・調理の現場で食物の硬さを官能での評価を行う際の問題点について
検討を行った。その結果、食物の物理的特性である「かたさ応力」を判断するための官能
評価の問題点を抽出することでき、最終的に官能評価用紙の改良を行うことができた。 
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